
遊ぼう

〔対象：小学校3年生以上〕

＊ねらい ガラス板をFf]\,\て銃を竹る活動を
泊して、 泣か恨鋭L'-(応という化字＇変化に
よってでさることを知らせるととも1こ、国立
を使って茫ぶことにより、説のおもしろさ、
不思議ざを昧わわせる。

ー準伽物
’

ガラス板（手ごろ心大苔さじ）もの）

信殷銀6 g 塩化第ースズ10 g 

ロシ� ゴール塩（酒石酸カリウムナトリウム） 1

g

炭酸ナトリウム311 g J頁rナメル

印酸 塩酸 アンモニア水

撃苗水 ビーカー (500mQ :5個ぐらし汀

ピンセット2本（先をビニー ルプ ー プ箸て企

く）

9 ゞソト3個ぐらし' ガラス枠2�3 4,:

はけl儲

1 . ガラス板を準備する。

(1)ガラス板を用意し、 希閏戌（うすい硝酸）に10

分I翡］くらしヽつげておく0 時ぐ、 ゆり動かす。

希硝酸 カ� ラス枚
； 

(:J)炭酸ナトリウム30 gを:200叫の水にi容かし、10分

且6ぐらし:'� じ｝ズ：ょ；く。 廿才', ヽ (!µ り重り力,-r o
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炭峻+: ,Jウム水，ii;夜

� 

(4)また、 水心水でよく洗う。 さら

て、 自熱！こかわかす。

只化第;,it;,:,·�

水ぶm,いこ〗

で洗っ

(::i)塩化第ースズHI只＇を水20()叫！ご溶かし、5分間<

らいつけておく。(i容液が少しにごるよう応った

ら、 塩酸を1�2 叫加えると上し」。）つけ終った

ら(4)と同じことをくりかえす。

塩化第 ・ スス水溶液

2. 鏡を作るための溶液を作る。

(1)A液(11『i酸銭アンモニアi容液）を作る。

6 gを尻惰水200叫に溶かす0
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②アンモニア水を少しずつ加える。最初は、淡かっ

色のちんでんができるが、 さらにアンモニア水

を加えていき、 透明になるところでやめる。

（うすいアンモニア水をスポイトで少しずつ加

えながらかき回すとよい。）

③蒸留水300mQを加えて薄める。

(2)B液（ロシェル塩水溶液）を作る。

①ロシェル塩1 gを蒸留水400mQに溶かす。
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3 。 鏡を作る

(l)A液lOOmQとB液lOOmQをそれぞれとり、 混合す

る。

(2)ガラス板を日光の当たるところに平らに置き、

混合液をガラス棒を用いてガラス板の上に少し

ずつ注ぐ。

・表面張力を利用して板の全面を液でおおう。 こ

のとき液がガラス板からこぼれないようにする

こと。

• かわくまで放置する。

(3)かわいたガラス板を、さらに水道水で水洗いし、

自然にかわかす。

� 

(4)ガラス板についた銀がはげないように、 表面に

黒エナメルをぬり、 かわかす。

A液100m£

`
9
9

4' 鏡を使っていろいろ遊んでみよう

(1)線の所に鏡を置いてみよう。 どうなるかな？

B液lOOmi

も
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(2)鏡に光を当ててみよう。

6 . 資 料

O銀鏡反応（「理化学辞典」岩波書店）

還元性有機化合物（ホルムアルデヒド、 還元

糖、 酒石酸塩等）の水溶液を清浄なガラス容器

に入れ、 その液に硝酸銀アンモニア溶液を混ぜ

て少し温める。 そうすると銀イオンが還元され

て容器の内面に析出し、容器が銀メッキされる。

これを銀鏡といい、この反応を銀鏡反応という。
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